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１．総論 

【総括判断】 

「県内経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、経済活動が

抑制され、足下で下押しされており、厳しい状況にある」 

項 目 前回（2年1月判断） 今回（2年4月判断） 
前回 
比較 

総括判断 
生産の一部に弱さがみられるもの
の、回復しつつある 

新型コロナウイルス感染症の影響に
より、経済活動が抑制され、足下で
下押しされており、厳しい状況にあ
る 

 

（注）2年4月判断は、前回1月判断以降、4月に入ってからの足下の状況までを含めた期間で判断している。 

（判断の要点） 

個人消費、生産活動は、新型コロナウイルス感染症の影響により弱含んでいる。雇用情勢は、改善のテ

ンポが緩やかになっており、新型コロナウイルス感染症の影響が懸念される。 

 

【各項目の判断】 

項 目 前回（2年1月判断） 今回（2年4月判断） 
前回 
比較 

 

個人消費 緩やかに持ち直している 弱含んでいる 
 

生産活動 回復に向けたテンポが緩やかになっている 弱含んでいる 
 

雇用情勢 
着実に改善しており、人手不足感が引き続き

強い状況にある 

改善のテンポが緩やかになっており、新型コ

ロナウイルス感染症の影響が懸念される  

 

設備投資 元年度は前年度を上回る見込み 元年度は前年度を上回る見込み  

企業収益 元年度は減益見込み 元年度は減益見込み  
企業の 

景況感 
「下降」超に転じる 「下降」超幅が拡大  

住宅建設 前年を下回る 前年を下回る 
 

輸出 前年を下回る 前年を下回る  

 

【先行き】 

先行きについては、新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい状況が続くと見込まれる。また、新

型コロナウイルス感染症が県内経済を更に下振れさせるリスクに十分注意する必要がある。 
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２．各論 

 個人消費 「弱含んでいる」 

ドラッグストア販売で飲食料品などの売上が伸びたほか、コンビニエンスストア販売でパンなどが、家

電大型専門店販売でパソコンなどが堅調なことから、それぞれ前年を上回っている。その一方で、百貨店・

スーパー販売で飲食料品などが、ホームセンター販売で暖房器具などが低調なことから、それぞれ前年を

下回っている。また、乗用車販売で普通車を中心に、前年を下回っている。 

（主なヒアリング結果） 

 生産活動 「弱含んでいる」 

化学は、品目にばらつきがみられるものの、引き続き高めの操業となっている。窯業・土石は、定期修

理により減少しているものの、都市部における再開発向け需要があることから、おおむね横ばいとなって

いる。鉄鋼は、国内需要の一部に回復の動きがみられるものの、海外需要を中心に弱さがみられることか

ら、おおむね横ばいとなっている。輸送機械は、新型コロナウイルス感染症の影響による部品調達の遅れ

などから弱含んでいる。 

（主なヒアリング結果） 

 雇用情勢 「改善のテンポが緩やかになっており、新型コロナウイルス感染症の影響が懸念される」 

有効求人倍率は、高水準で推移しながらも、有効求人数が減少していることから低下している。また、

新規求人倍率も、高水準で推移しながらも、新規求人数が減少していることから低下している。 

（主なヒアリング結果） 

 

 

➢ 学校が臨時休校になった影響で、一部の店舗では出勤できない従業員がいたものの、他の従業員の勤務時間などを調整す

ることによって対応している。（小売） 
➢ 感染症の影響で、2 月までは雇用全体に影響がみられているわけではないものの、3 月以降は雇用調整助成金に関する問

合せが増加しており、今後は雇用情勢が下押しされる可能性がある。（職業紹介） 

➢ 暖かい日が多く、鍋物食材の売上が低調であった。（スーパー） 

➢ 新型コロナウイルス感染症の影響で、2 月から来店客数が減少し始め、3 月以降は外出の自粛や催事の中止により更に減

少している。（百貨店） 

➢ 感染症の影響で、1月後半からマスクや除菌剤などの売上が大きく伸びた。（ドラッグストア） 

➢ 中国の工場が稼働を停止しており、スマートフォンなどで一部の商品の入荷が滞っている。（家電大型専門店） 

➢ 学校が臨時休校となり、自宅で昼食を食べる子どもが増えたことから、パンの売上が伸びた。また3月以降、観光地や繁

華街などにある店舗では、外出の自粛により来店客数が減少している。（コンビニエンスストア） 

➢ 2月から旅行予約のキャンセルが急増している。3月分は、ほぼすべてがキャンセルとなっており、5月の連休向けも旅行

の予約が入っていない。（旅行代理店） 
 

➢ 感染症の影響で、海外取引先の稼働率低下により足下で生産調整を行っている品目があるものの、全体ではほぼフル生産

となっている。（化学） 
➢ 都市部の再開発向けを中心に需要が安定しており、定期修理などの設備の制約を除けば今後もフル稼働継続を見込んでい

る。（窯業・土石） 

➢ 米中貿易摩擦などの影響により需要が低調となっていたなか、感染症の影響により海外の造船向けなどで受注が減少して

いる。（鉄鋼） 
➢ 商品改良が行われていない車種の生産台数が減少していたなか、感染症の影響で部品調達の遅れによる影響がみられた。

足下では、海外市場の販売が停滞していることなどから3月下旬から4月にかけて生産調整を行っている。（輸送機械） 
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 設備投資 「元年度は前年度を上回る見込み」 

○  製造業では、窯業・土石などで減少するものの、化学、業務用機械などで増加することから、

全体では前年度を上回る見込みとなっている。 

○  非製造業では、不動産で減少するものの、小売、金融・保険などで増加することから、全体で

は前年度を上回る見込みとなっている。 

（主なヒアリング結果） 

 企業収益 「元年度は減益見込み」 

○  製造業では、情報通信機械などで増益となるものの、化学、窯業・土石などで減益となること

から、全体では減益見込みとなっている。 

○  非製造業では、建設などで増益となるものの、小売、運輸・郵便などで減益となることから、

全体では減益見込みとなっている。 

 

 企業の景況感 「『下降』超幅が拡大」 

○  企業の景況判断ＢＳＩは、「下降」超幅が拡大している。なお、先行きは「下降」超幅が縮小す

る見通しとなっている。 

 

 住宅建設 「前年を下回る」 

○  新設住宅着工戸数でみると、持家、給与住宅などが減少していることから、前年を下回ってい

る。 

 

 輸出 「前年を下回る」 

○  県内通関実績（円ベース）でみると、輸出は、自動車、石油製品などが減少していることか

ら、前年を下回っている。地域別では、アジア、西欧などで減少している。 

なお、輸入は、石炭、電気機器などが減少していることから、前年を下回っている。地域別で

は、中東、大洋州などで減少している。 

 

 

 

➢ 設備の老朽化更新に加え、旺盛な需要を背景にして、機能材料を中心に生産能力の増強投資を行っている。（化学） 
➢ 店舗作業の軽減のため、食品加工工場を新設し、効率化を図る。（小売） 
➢ 店舗改装のほか、業務効率化のために新たなシステムを導入する予定である。（金融・保険） 
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　　　　　(1) 百貨店・スーパー販売額（全店舗：販売額及び前年比）

　　　 　 (2) コンビニエンスストア販売額（全店舗：販売額及び前年比）

　　　 　 (3) 家電大型専門店販売額（全店舗：販売額及び前年比）

　１． 個 人 消 費 …弱含んでいる
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　　　　(4) ドラッグストア販売額（全店舗：販売額及び前年比）

　　　  （5) ホームセンター販売額（全店舗：販売額及び前年比）

　　　　(6) 乗用車販売（新車登録・届出台数：前年比及び車種別寄与度）
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  ２．生 産 活 動  …　弱含んでいる

     (1) 鉱工業生産指数(季節調整済)
（平成27年＝100）

     (2) 山口県 主要業種別 鉱工業生産指数（季節調整済）
（平成27年＝100）
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     (1) 有効求人倍率(学卒除く、季節調整値）

（資料出所：厚生労働省、山口労働局）

     (2) 新規求職者数・新規求人数(学卒除く）

（資料出所：山口労働局）
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４． 設 備 投 資  … 元年度は前年度を上回る見込み

    (1) 設備投資（前年度比）

    (2) 主要業種別 設備投資状況（元年度）

（資料出所：山口財務事務所）
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  ５．企 業 収 益  …  元年度は減益見込み

経常利益（電気・ガス・水道業及び金融業、保険業を除く、前年度比）

（資料出所：山口財務事務所）

  ６．企 業 の 景 況 感  …「下降」超幅が拡大

　　  景況判断BSIの推移

 　  現状判断←┤├→見通し

※　点線及び（　　）は前回（令和元年10月から12月期）調査時の見通しを表す。
（資料出所：山口財務事務所）

  ７．住 宅 建 設　…  前年を下回る

（BSI ： 前期比判断「上昇」－「下降」の社数構成比（％ポイント））

15.1

▲ 12.1
▲ 14.0

▲ 6.1

19.3

▲ 12.7 ▲ 14.7

▲ 6.8

▲ 19.4

▲ 5.5 ▲ 7.1
▲ 4.9

▲ 40

▲ 20

0

20

40

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

全産業

製造業

非製造業

（％）

・ (  )は前回〔令和元年10月から12月期〕調査結果
・ 平成29、30年度は参考値（標本の抽出替えを毎年実施）

（▲8.8）

▲ 40

▲ 20

0

20

40

60

7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 9月 10月 11月 12月 1月 2月

29年 30年 31年 元年 元年 2年

(％)

(資料出所：国土交通省)

新設住宅着工戸数（前年比及び利用関係別寄与度）

持家(前年比寄与度) 貸家(前年比寄与度)

分譲住宅(前年比寄与度) 給与住宅(前年比寄与度)

新設住宅着工戸数前年比

（▲8.9）

（▲7.7）

前年比
（12-2月）
▲ 22.9

15.4 13.2 10.9 10.3

21.3
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6.7 7.7 8.7

10.0 11.6 12.4 13.1 14.8 14.4
21.2

10.6
5.8

5.4
1.6

▲ 1.6 ▲ 2.8

6.5

▲ 2.9

▲ 14.4

▲ 2.9

2.9

（▲1.9）
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下

降
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昇

(%ﾎﾟｲﾝﾄ)

（注）計数は、それぞれ四捨五入しているため、構成比の差を表す％ﾎﾟｲﾝﾄは表記した計数の差と一致しない場合がある。
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８． 輸 出  …  前年を下回る

▲ 30

▲ 20

▲ 10

0

10

20

30

40

7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 9月 10月 11月 12月 1月 2月

29年 30年 31年 元年 元年 2年

(％)
輸出（円ベース・前年比及び品目別寄与度）

自動車(前年比寄与度)

化学製品(前年比寄与度)

一般機械（前年比寄与度）

鉄鋼(前年比寄与度)

石油製品（前年比寄与度）

その他(前年比寄与度)

通関実績前年比
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▲ 30
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7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 9月 10月 11月 12月 1月 2月

29年 30年 31年 元年 元年 2年

(％)

輸入（円ベース・前年比及び品目別寄与度）

原粗油(前年比寄与度)

石炭（前年比寄与度）

石油製品(前年比寄与度)

電気機器(前年比寄与度)

その他(前年比寄与度)

通関実績前年比

（資料出所：神戸税関、門司税関）

（資料出所：神戸税関、門司税関）

＜参考＞

前年比
（12-2月）
▲ 21.2

前年比
（12-2月）

▲ 7.3
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